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Ⅰ 調査の概要 
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１．調査目的 

この調査は、市民の生活意識、市の施策に対する評価及び市政への要望を把握し、本市の市政

運営の資料として活用することを目的とする。 

 

２．調査設計 

（１）調査地域：八王子市内全域 

（２）調査対象：市内在住の満18歳以上の男女個人 

（３）対象者数：5,000人 

（４）調査方法：郵送配布／郵送または電子申請（パソコン・スマートフォン等を利用） 

による回収 

（５）調査期間：令和４年（2022年）５月23日～６月６日 

（６）抽出方法：住民基本台帳からの無作為抽出法 

・層   化…「八王子ビジョン2022」で示された６地域・14管内の調査対象人口に

応じて調査数を比例配分 

・対象者抽出…14管内別に単純無作為抽出 

（７）調査機関：株式会社エスピー研 

 

３．調査項目 

（１）定住意向 

（２）市政情報の入手方法と効果的な発信について 

（３）「八王子ビジョン2022」の施策指標に関する調査 

（４）市政への要望 

（５）市議会への関心と情報の入手方法について 

 

４．回収結果 

対 象 者 数：5,000人 

有効回収数：2,596票（有効回収率51.9％） 

回収方法別内訳： 

回収方法 有効回収数 内訳 

郵送回収 2,050  79.0％ 

電子申請   546  21.0％ 

合 計 2,596 100.0％ 



 

 - 4 - 

５．地域区分 

 

 

 

 

地域区分 町名（五十音順） 

本庁管内 

（中央地域） 

 

暁町・旭町・東町・上野町・追分町・大横町・大和田町・小門町・清川

町・子安町・新町・千人町・台町・田町・寺町・天神町・中町・中野上

町・中野山王・中野町・八幡町・日吉町・平岡町・富士見町・本郷町・

本町・三崎町・緑町・南新町・南町・明神町・元本郷町・元横山町・八

木町・八日町・横山町・万町 

元八王子・恩方・川口

（西部地域） 

泉町・犬目町・小津町・叶谷町・上壱分方町・上恩方町・上川町・川口

町・川町・下恩方町・諏訪町・大楽寺町・楢原町・西寺方町・弐分方

町・美山町・元八王子町・横川町・四谷町 

浅川・横山・館 

（西南部地域） 

裏高尾町・大船町・椚田町・散田町・城山手・高尾町・館町・寺田町・

廿里町・長房町・並木町・西浅川町・狭間町・初沢町・東浅川町・南浅

川町・めじろ台・山田町 

加住・石川 

（北部地域） 

石川町・宇津木町・梅坪町・大谷町・尾崎町・加住町・久保山町・小宮

町・左入町・平町・高倉町・高月町・滝山町・丹木町・戸吹町・丸山

町・みつい台・宮下町・谷野町 

由井・北野 

（東南部地域） 

打越町・宇津貫町・片倉町・北野台・北野町・絹ヶ丘・小比企町・長沼

町・七国・西片倉・兵衛・みなみ野 

由木・由木東・南大沢

（東部地域） 

大塚・鹿島・上柚木・越野・下柚木・中山・南陽台・東中野・別所・堀

之内・松が谷・松木・南大沢・鑓水 

0 6km

 

北部地域

中央地域

東部地域

西南部地域

西部地域

東南部地域
作成：八王子市都市政策研究所

〔本調査における地域区分〕 

 

川口 

恩方 元八王子 

浅川 館 

加住 

石川 

本庁管内 

由井 

北野 

南大沢 

由木東 

由木 

横山 

※八王子市都市政策研究所が作成したものに 

広聴課が一部加筆 
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６．報告書の見方 

（１）集計は、小数第２位を四捨五入してある。したがって、数値の合計が100％ちょうどに

ならない場合がある。 

（２）回答の比率（％）は、その質問の回答者数を基数として算出した。したがって、複数回

答の設問はすべての比率を合計すると100％を超えることがある。 

（３）基数となるべき実数は、n（件数）として表示した。その比率は、n（件数）を100％と

して算出した。 

（４）本文や図表中の選択肢表記は、語句を短縮・簡略化している場合がある。 

（５）クロス集計による分析では、性別や年齢などの分析項目の質問に無回答である回答者の

集計結果は図表中に表示していないが、これらの回答結果は図表中の「全体」には含ま

れる。したがって、図表中に示した分析項目すべての n（件数）を合計しても、全体の

n（件数）と一致しない場合がある。また、クロス集計の分析項目は、性別・年齢別・

居住地域別・ライフステージ別・職業別としている。 

（６）調査結果の分析においては、n（件数）が30件を下回る場合には、参考値とみなし該当

属性に対するコメントは控えている。 

（７）割合の表現については、以下の表記を基本とする。 

＜例＞ 

表記 ４割 約４割 ４割強 ４割台半ば ５割近く ５割弱 

割合 40.0% 40.1～40.9% 41.0～43.9% 44.0～45.9% 46.0～48.9% 49.0～49.9% 

また、質問における選択肢を統合し、≪ ≫を用いて記述している場合がある。なお、

この場合の比率は、個々の選択肢の比率の単純合計である。 

＜例＞「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を統合して≪そう思う≫。 
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ｂ＝±２ 

７．標本誤差 

標本誤差（サンプル誤差）はおおよそ以下のとおりである。 

単純無作為抽出法の標本誤差は次の式によって得られる。標本誤差の幅は、比率算出の基数

（ｎ）、および回答比率（Ｐ）によって異なる。 

 

Ｎ－ｎ  Ｐ（１－Ｐ） 

Ｎ－１    ｎ 

 

例えば、ある設問の回答者数が2,596で、その設問の「良い」の回答比率が20％である場合、

標本誤差は20％を中心に±1.57％の範囲内となり、標本誤差を踏まえた回答比率は18.43％～

21.57％の間であるとみることができる。 

同様に計算した標本誤差の早見表を以下に示す。 

回答比率（Ｐ） 

基数（ｎ） 

5％または 

95％前後 

10％または 

90％前後 

20％または 

80％前後 

30％または

70％前後 

40％または 

60％前後 
50％前後 

2,596 ± 0.86 ± 1.18 ± 1.57 ± 1.80 ± 1.92 ± 1.96 

2,300 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

± 0.91 

± 0.97 

± 1.13 

± 1.38 

± 1.95 

± 1.25 

± 1.34 

± 1.55 

± 1.90 

± 2.68 

± 1.67 

± 1.79 

± 2.07 

± 2.53 

± 3.58 

± 1.91 

± 2.05 

± 2.37 

± 2.90 

± 4.10 

± 2.04 

± 2.19 

± 2.53 

± 3.10 

± 4.38 

± 2.09 

± 2.24 

± 2.58 

± 3.16 

± 4.47 

 

※上表は    ≒１として算出している。この表の計算式の信頼度は95％である。 

 

ｂ ＝標本誤差 

Ｎ ＝母集団数 

ｎ ＝比率算出の基数（サンプル数） 

Ｐ ＝回答比率 

× 

 

N－n 

N－1 
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Ⅱ 回答者の属性 
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１．性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．年齢 

 

 

基数(人) 構成比

男性 1,146 44.1％

女性 1,400 53.9  

無回答 50 1.9  

合　　　計 2,596 100.0　

44.1

1.9

53.9

0 10 20 30 40 50 60 （％）

基数(人) 構成比

18～19歳 38 1.5％

20～24歳 106 4.1  

25～29歳 98 3.8  

30～34歳 111 4.3  

35～39歳 132 5.1  

40～44歳 148 5.7  

45～49歳 195 7.5  

50～54歳 268 10.3  

55～59歳 206 7.9  

60～64歳 219 8.4  

65～69歳 258 9.9  

70～74歳 368 14.2  

75～79歳 255 9.8  

80歳以上 183 7.0  

無回答 11 0.4  

合　　　計 2,596 100.0　

1.5

4.1

3.8

4.3

5.1

5.7

7.5

10.3

7.9

8.4

9.9

14.2

9.8

7.0

0.4

0 10 20 （％）
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３．配偶者の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．子どもの人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－１．子どもの成長段階（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答につき合計は2,154人であるが、回答者数1,815人を基数として構成比を算出した。 

  

基数(人) 構成比

いる 1,759 67.8％

いない（離別） 171 6.6  

いない（死別） 191 7.4  

結婚したことはない（未婚） 462 17.8  

無回答 13 0.5  

合　　　計 2,596 100.0　

67.8

6.6

7.4

17.8

0.5

0 20 40 60 80 （％）

基数(人) 構成比

いない 753 29.0％

１人 413 15.9  

２人 1,003 38.6  

３人 336 12.9  

４人 53 2.0  

５人以上 10 0.4  

無回答                                  28 1.1  

合　　　計 2,596 100.0　

29.0

15.9

38.6

12.9

2.0

0.4

1.1

0 10 20 30 40 （％）

基数(人) 構成比

０歳～小学校入学前 157 8.7％

小学生 205 11.3  

中学生 142 7.8  

高校生 133 7.3  

大学生（専門学校等を含む） 168 9.3  

学校教育終了（成人・社会人など） 1,264 69.6  

その他 37 2.0  

無回答 48 2.6  

合　　　計 2,154 100.0　

8.7

11.3

7.8

7.3

9.3

69.6

2.0

2.6

0 20 40 60 80 （％）
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５．同居人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．世帯構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基数(人) 構成比

１人 414 15.9％

２人 880 33.9  

３人 625 24.1  

４人 451 17.4  

５人 134 5.2  

６人 41 1.6  

７人以上 19 0.7  

無回答 32 1.2  

合　　　計 2,596 100.0　

15.9

33.9

24.1

17.4

5.2

1.6

0.7

1.2

0 10 20 30 40 （％）

基数(人) 構成比

ひとり暮らし 363 14.0％

配偶者とふたり暮らし（事実婚も含む） 751 28.9  

自分たち夫婦と未婚の子ども
（または、自分と未婚の子どもなど）

877 33.8  

自分たち夫婦と子ども夫婦
（または、自分と子ども夫婦など）

32 1.2  

親と自分のみ
（または、親と自分と兄弟・姉妹など）

289 11.1  

親と自分たち夫婦 45 1.7  

三世代（例えば、自分たち夫婦と子どもと
孫、親と自分と子どもなど）

150 5.8  

その他（四世代など） 53 2.0  

無回答                                  36 1.4  

合　　　計 2,596 100.0　

14.0

28.9

33.8

1.2

11.1

1.7

5.8

2.0

1.4

0 10 20 30 40 （％）
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７．居住年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基数(人) 構成比

１年未満                                51 2.0％

１～３年未満                            112 4.3  

３～５年未満                            97 3.7  

５～10年未満                            159 6.1  

10～15年未満                            206 7.9  

15～20年未満（転入して以来）            235 9.1  

20～30年未満（転入して以来）            407 15.7  

30年以上（転入して以来）                837 32.2  

生まれてからずっと                      476 18.3  

無回答                                  16 0.6  

合　　　計 2,596 100.0　

2.0

4.3

3.7

6.1

7.9

9.1

15.7

32.2

18.3

0.6

0 10 20 30 40 （％）

基数(人) 構成比

農・林・漁業 13 0.5％

自営業 146 5.6  

自由業（開業医、弁護士、司法書士など） 15 0.6  

会社や団体の役員 100 3.9  

会社・商店・サービス業などの勤め人 674 26.0  

教員・公務員 101 3.9  

アルバイト・パート 414 15.9  

（専業）主婦・主夫 454 17.5  

学生 91 3.5  

その他 24 0.9  

無職 548 21.1  

無回答                                  16 0.6  

合　　　計 2,596 100.0　

0.5

5.6

0.6

3.9

26.0

3.9

15.9

17.5

3.5

0.9

21.1

0.6

0 10 20 30 （％）
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８－１．仕事場 

 

 

 

 

 

 

※職業の回答者のうち、（専業）主婦・主夫、学生、その他、無職、無回答を除いた方に対する

質問。 

 

９．居住形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．居住地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基数(人) 構成比

戸建て（持ち家） 1,507 58.1％

戸建て（借家） 46 1.8  

分譲マンション 475 18.3  

民間の賃貸アパート・マンション 311 12.0  

公営賃貸住宅（都営・市営） 93 3.6  

ＵＲ（旧公団）・公社の賃貸住宅または
都民住宅

88 3.4  

社宅・官舎・寮 22 0.8  

その他（間借りなど） 13 0.5  

無回答 41 1.6  

合　　　計 2,596 100.0　

58.1

1.8

18.3

12.0

3.6

3.4

0.8

0.5

1.6

0 10 20 30 40 50 60（％）

基数(人) 構成比

八王子市内 700 47.8％

八王子市外 688 47.0  

無回答 75 5.1  

合　　　計 1,463 100.0　

47.8

47.0

5.1

0 10 20 30 40 50 （％）

基数(人) 構成比

本庁管内（中央地域） 580 22.3％

元八王子・恩方・川口（西部地域） 445 17.1  

浅川・横山・館（西南部地域） 470 18.1  

加住・石川（北部地域） 214 8.2  

由井・北野（東南部地域） 399 15.4  

由木・由木東・南大沢（東部地域） 488 18.8  

合　　　計 2,596 100.0　

22.3

17.1

18.1

8.2

15.4

18.8

0 10 20 30 （％）
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11．ライフステージ 

「２．年齢」「３．配偶者の有無」「４．子どもの人数」「４－１．子どもの成長段階」により、

ライフステージの区分を作成。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ライフステージ（集約型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ライフステージ区分 独 身 期 18～39歳で単身者 

 
家族形成期 

18～39歳で配偶者がいて子どもがいない 

または、18～64歳で一番下の子どもが小学校入学前 

 家族成長前期 18～64歳で一番下の子どもが小学生 

 家族成長後期 18～64歳で一番下の子どもが中学・高校生 

 家族成熟期 18～64歳で一番下の子どもが高校を卒業している 

 老 齢 期 65歳以上 

 
そ の 他 

40～64歳で単身者 

または、40～64歳で配偶者がいて子どもがいない 
 

基数(人) 構成比

18～39歳で単身者                        278 10.7％

18～39歳で配偶者がいて子どもがいない    52 2.0  

18～64歳で一番下の子どもが小学校
入学前

156 6.0  

18～64歳で一番下の子どもが小学生        145 5.6  

18～64歳で一番下の子どもが
中学・高校生

154 5.9  

18～64歳で一番下の子どもが高校を
卒業している

422 16.3  

40～64歳で単身者                        172 6.6  

40～64歳で配偶者がいて子どもがいない    125 4.8  

65歳以上                                1,064 41.0  

無回答                                  28 1.1  

合　　　計 2,596 100.0　

10.7

6.0

5.6

5.9

16.3

6.6

4.8

41.0

1.1

2.0

0 10 20 30 40 50 （％）

基数(人) 構成比

独身期                                  278 10.7％

家族形成期                              208 8.0  

家族成長前期                            145 5.6  

家族成長後期                            154 5.9  

家族成熟期                              422 16.3  

老齢期                                  1,064 41.0  

その他                                  297 11.4  

無回答                                  28 1.1  

合　　　計 2,596 100.0　

10.7

8.0

5.6

5.9

16.3

41.0

11.4

1.1

0 10 20 30 40 50 （％）


